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 はじめに 
 丁度 2 年前に「平成２４年産輸出りんごの総括と今後の戦略」というテーマで「り

んご技術」に執筆させていただきました。その時は、平成 22 年から 24 年にかけてり

んご輸出が低調だった時期にあたり、その要因分析と今後の見通しについて説明しました。

円高や高関税、りんごの品質、流通の変化を輸出停滞の要因としてあげましたが、台湾関

係者の話を総合すると当時は「日本のりんごを扱っても儲からない」という状況でした。しか

し、台湾市場がＷＴＯ加盟で大きく拡大した平成１４年以降は、国内では九州市場に匹敵す

る新たなマーケット誕生で、国内相場形成にも大きく貢献してきた輸出市場ですから、この

マーケットを絶対に手放してはいけないという、生産・流通に携わる多くの青森県りんご関係

者の熱意が持続してきた結果、２６年産では、これまでの記録を更新する勢いで輸出が伸び

ています。 

本稿では、輸出が好転してきた２５年産から２６年産にかけての状況と今後の展望につい

て紹介します。 

 
１ りんごの輸出動向 
青森県におけるりんご輸出は、西洋りんごの販路拡大の一環として明治時代から取

組まれており、１９４０年（昭和１５年）に２万２千トンと当時の最高を記録してい

ます。戦後の高度成長期に入ると国内需要が好調になったこともあって、輸出は縮小

傾向となっていましたが、２００２年（平成１４年）の台湾ＷＴＯ加盟を契機に、そ

れまでの輸入割当制（４００トンから始まって最終年は２，０００トン）が廃止され、

原則自由貿易となったことから順調に輸出量を増やしています。２００７年（平成１

９年産）では、わが国全体で２万５千５百トンを輸出し、昭和１５年の記録を６７年

ぶりに更新しましたが、実はこの原稿を書いている時点で発表されている２６年産１

月現在の財務省貿易統計によると２４，８４８トンとなっており、これまでの輸出実

績を更新することが確実な状況となっています。 
 以下、２５年産、２６年産と輸出が好調な要因を分析してみます。 
 
表１ 輸出量の推移 
 
２ 輸出好調の要因 
青森県りんご輸出協会では、台湾の貿易業者や仲卸業者５４社で、台湾青森りんご

友の会を組織しています。友の会会員とは年に２回、台湾と青森で情報交換会を開催

し、青森りんごの輸入動向や青森りんご拡大の方策・有効な消費宣伝策などについて

協議しています。その中で、２６年の会議で台湾側の代表から、２６年産は青森産の

輸出を増加させるチャンスで、５点の可能性があると報告がありました。①もともと



台湾人は親日的。②円安で日本からの輸出が有利。③青森産豊作で台湾の需要増加。

④天気に恵まれ良品質。⑤旧正月が２月１８日と遅く輸出期間が長い。という内容で

す。 
①の台湾人は親日的というのは、長い歴史的背景があります。日本が日清戦争に勝

利し中国から台湾を割譲され、第２次世界大戦で敗戦するまでの約６０年間台湾は日

本領でした。その時代は日本語教育も行われており、年配の台湾人にとって日本は故

郷のような存在です。日本のりんごは死ぬ間際でないと食べられない貴重なものでし

た。これだけ長い年月をかけて台湾で青森ブランドが刷り込まれているからこそ、今

日まで台湾で青森りんごが重宝されているわけです。 
②の円安は、台湾の貿易業者を青森りんごに最もひきつけている最大の要素です。

冒頭に紹介した青森りんごは儲からないから扱わないと言っていた２２年２３年は

台湾からみると大変な円高状態でした。図１にここ１０年間の台湾ドルを基準に北半

球のりんご輸入国であるアメリカ、韓国、日本の通貨の変化率をグラフにしています。

日本円は２０年産から円高が始まり２３年産では３割以上の円高になっています。日

本が円高の間、競合国の US ドルも韓国ｳｵﾝも台湾から見ると安くなっていました。円

はアベノミックスが始まった２４年あたりから円安傾向に切り替わり２５、２６年と

円安に転じやっと１０年前の水準に戻っています。円建てで決済する台湾の貿易業者

にとっては、円安による恩恵を最も受けたのではないでしょうか。また、台湾の消費

者も円安でおいしい青森りんごが安く沢山食べられるという期待感も大きかったよ

うです。 
 

 
図１ 台湾ドルの為替変化率 

（毎年１２月１日を表示） 

 
③青森産豊作で、④天気良く良品質の２点について 26 年産で特徴的だったのは中

生種の躍進です。台湾向けの９月の輸出量が前年比 6.3 倍の 73 ﾄﾝ、１０月が 2.4 倍の

3,700 ﾄﾝと大幅に伸びています。品種は早生ふじとトキです。日本から台湾への輸出

は、旧正月需要に併せて年末年始の輸出が中心でしたが、早生ふじ・トキの輸出が軌

道に乗り出して、輸出時期が 2 ヶ月も早まるようになりました。ただ、トキについて

は 24 年産で台風来襲に備え早もぎした未熟果が高値で出回って評価を落としました

が、翌年からカラーチャートを使って適期収穫が行われ、価格も控え目な設定が功を
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奏して消費拡大につながっています。特に 26 年産の早生ふじ・トキは全体の約 3 割

（通年では青森産流通量の 8％程度が輸出）も輸出に回ったため、国内相場の引き締

めに大きな効果を発揮しています。 
両品種とも台湾で好評価を受けていますが、中生種のりんごですから長持ちしませ

ん。本ふじや黄林が出回る時期まで残っていると共倒れになりかねません。現にトキ

の味が台湾人に好まれたため黄林の人気に翳りがでているとの指摘もあります。いず

れにしてもこのところ中生種が台湾輸出の先陣を切ってよい働きをしてくれていま

す。あまり多すぎない輸出量を維持していくことが大事です。 
⑤の旧正月が２月１８日と遅く輸出期間が長いは、青森産にとっては好都合です。

旧暦は年によって大きく動きます。最近一番早かった旧正月は 2012 年の 1 月 23 日で

した。この年は円高と相まって輸出が停滞した年でした。逆に今年は近年で最も遅い

旧正月を迎えました。24 年に比較すると実に 25 日も遅いため、年明け後に十分時間

を確保して輸出することが出来ています。 
 
３ 輸出に伴う課題（関税） 
 台湾の貿易業者を悩ませているのが、為替変動に加えて関税問題です。日本から輸入さ

れるりんごには２０％の関税がかかっていますが、輸入単価は自主申告となっているため、こ

れまでの申告価格は比較的低いものだったようです。しかし、台湾税関当局が仕入価格を

正しく申告するよう指導を強化しています。25 年ころまでは、台湾の業者から盛んにこの問

題を指摘されましたが、最近はやや沈静化しているようです。 

 一方、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ（ＮＺ）と台湾の間で 2013 年 7 月に自由貿易協定が締結され、ＮＺから

台湾に輸出されるりんごの関税が撤廃されました。その結果、ＮＺの輸出量は 25 年産で前

年比 2.3 倍の 20,237 トンと一躍拡大し、台湾市場のシェアは日本を抜いて第 3 位（1 位アメ

リカ、２位チリ、4 位日本）に上がりました。ＮＺは南半球で北半球の日本と競合しないように

見えますが、実はチリより2ヶ月も早い3月から輸出を本格化させており、日本産の後期輸出

とぶつかってしまいます。 

24 年産では、アメリカ産りんごの関税が１０％引き下げられたことがあり、それだけでアメリ

カ産の輸出が伸びて日本産が影響を受けたこともありました。逆に 26 年産では、アメリカの

港湾ストや品質低下などの問題でアメリカより日本の輸出が有利になったという状況もあるよ

うです。日本国内の産地間競争など問題にならないような複雑な要素が絡んでいます。為

替や関税問題は輸出相手国の影響がもろに出てきて、輸出産地での対応は大変難しい問

題です。こうした問題を克服しながらの輸出対応が求められています。 

 
４ 輸出に伴う課題（農薬問題等） 

 ２００７年７月に台湾で、２０１４年８月には香港で残留農薬のポジテブリスト制が導入されま

した。この制度は残留基準値の設定していない農薬は不検出とし、万が一検出された場合

は輸入を認めないというものです。台湾では生産の少ないリンゴについては、対象とする農

薬が少なく、当初青森県リンゴ防除暦の２/３は設定なしか日本より厳しい基準でした。香港

でも台湾同様、約半分の農薬が設定なしか日本より厳しい基準です。 

 実際には、２００９年１月と２月にトリフロキシストロビン（商品名フリントフロアブル＝殺菌

剤）が検出され、当時台湾で許容量の設定がないため、輸出したりんごが陸揚げ出来ない



事例が発生しています 

 台湾では、その後政府間交渉によって、順次基準値設定が行われ、現在の未設定農薬は

３剤となっていますが、半分の農薬は依然として日本基準より厳しい数値設定が続いていま

す。このため、早く出回る品種については残留値が基準を上回る懸念があります。また、香

港については運用開始して間もないため、これまでのところ日本産りんごでの摘発事例はあ

りませんが、実際にどのような基準で運用されるのか不明です。 

 このほか、台湾では昨年１０月に日本から輸出される農産物について、原産地証明書と放

射能検査証明書の添付を義務付ける制度の予告がなされ、中国向けりんごでは同じく公的

機関の放射能検査証明書と原産地証明書の添付を義務付けています（中国とは政府間交

渉が未成立状態の中で輸出が行われており、不安定な輸出が行われています。） 

 モモシンクイガの台湾での規制は周知のとおりですが、このように、植物検疫制度も含めて

輸出相手国が求める各種制度をクリアーしながらの輸出への取組が求められています。 

 

５ 今後の展望 
  最近のりんご輸出の状況を説明しました。為替や関税、植物検疫、残留農薬検査、東日

本大震災による原子力発電所事故の後遺症問題など輸出に伴う多くのリスクが依然としてあ

ります。しかし、これらを乗り越えて粘り強く輸出に取組んできた青森りんごの生産・流通関

係者のご尽力に敬意を表したいと思います。 

日本は人口減少社会を迎え、りんごの国内消費はじり貧状態です。若年層のりんご消費

は高齢者の１０分の１、しかも若い時の食習慣は持続するので、今若い人が高齢化すると急

にりんごを食べだすことはありません。もちろん、国内の消費拡大のための努力も継続して

行う必要がありますが、国外にマーケットを求めていくこともとても大事なことです。 

今ある市場を維持拡大する。新たに市場開拓する。昔の市場に再度挑戦する。多様な取

組がほしいところです。明治に輸出を始めた青森の先人を見習い、皆さんとともにチャレン

ジしていきたいものです。 

  



表１ 輸出量の推移            （単位：トン） 

年 産 台湾向け その他の国 合   計 
平成元年 ４００ ４９８ ８９８

平成１０ １，７５６ ８０８ ２，５６４

平成１３ ５，５２２ ８７１ ６，３９３

平成１４ １１，２１３ ６３２ １１，８４５

平成１５ １４，９９４ ６６４ １５，６５８

平成１６ １０，１２５ ６４６ １０，７７１

平成１７ １８，０８３ ８１６ １８，８９９

平成１８ ２２，３１８ １，０８０ ２３，３９８

平成１９ ２３，８７８ １，６１９ ２５，４９７

平成２０ ２０，４９８ １，７５６ ２２，２５４

平成２１ ２１，６５６ ２，２１１ ２３，８６７

平成２２ １５，９１２ ２，０２８ １７，９４０

平成２３ ８，４５７ １，４１０ ９，８６７

平成２４ １３，２１４ １，６８４ １４，８９８

平成２５ １６，５６１ ３，３２８ １９，８８９

平成２６ ２０，７３８ ４，１１０ ２４，８４８

（注）15 年産以降は全国値（約９割が青森産、直近では９７％が青森産との見方もある。） 

14 年以前は青森産の推計値 

26 年産は２０１5 年 1 月末現在の速報値 

 

 

 

青森県りんご対策協議会が２６年産で実施している台湾のテレビＣＭ 

（玉回しをテーマに青森りんごは一個一個のりんごに何回も丁寧に手をかけて作っていく様子を

伝えていて、好評を博している。） 

 

 

 

 



 

台湾での青森りんごのキャンペーンの様子（２７年１月台北市） 

 
 


